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貴国は、５月２５日に２回目の地下核実験を実施したと発表しました。

また、本年４月には、我が国を含む関係各国が自制を求めたにもかかわ

らず、安保理決議に違反するミサイル発射を強行しました。 
これらに対し、核兵器による唯一の被爆国の非核平和宣言自治体とし

て、強い憤りをもって厳重に抗議します。 
 核開発・核実験の自制を求める国際世論に反して貴国が核実験を強行

したことは、いかなる理由によろうとも正当化の余地はなく、断じて許

されるものではありません。 
貴国の行為は、北東アジアのみならず世界の平和と安全にとって重大

な脅威をもたらす暴挙であり、ひいては核軍拡や核拡散の加速につなが

る契機になり得るものであります。 
我々は、貴国の誤った行為によって惹き起こされる人類生存の危機を

回避するため、貴国に対し核兵器開発の即時中止と核兵器の廃棄を強く

求めるものであります。 
あわせて、核問題等に関する６か国協議などの対話のテーブルに速や

かにつくとともに、核拡散防止条約（ＮＰＴ）に復帰し、国際社会の一

員として世界の核軍縮・核廃棄に向けた誠実な取り組みを行うことを強

く要請します。 
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